
ヤ
シ
繊
維
を
使
っ
た

登
山
道
修
復
技
術
の
紹
介

側
ニュ
l
ジ
工
ツ
ク

地
球
環
境
グ
ル
ー
プ
環
境
チ
ー
ム
マ
ネ
ジ
ャ
ー

は
じ
め
に

山
岳
国
立
公
園
等
の
利
用
が
多
い
登

山
道
で
は
、
登
山
道
の
荒
廃
や
植
生
損

失
等
の
問
題
が
顕
在
化
し
て
い
る
。
特

に
自
然
環
境
が
脆
弱
な
高
山
帯
で
は
、

荒
廃
が
進
み
整
備
工
事
が
大
規
模
化
し

て
山
岳
景
観
に
影
響
が
生
じ
た
ケ
l
ス

や
、
整
備
後
の
維
持
管
理
を
十
分
に
行

う
こ
と
が
難
し
く
、

二
次
侵
食
や
施
設

に
損
傷
が
生
じ
た
ケ
I
ス
が
多
々
見
受

け
ら
れ
有
効
な
整
備
手
法
の
確
立
が
課

題
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
で
、
荒
廃
し
た
登
山
道
や
植
生

損
失
箇
所
の
修
復
を
地
域
関
係
者
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
等
が
協
働
で
行
う
取
り
組

み
が
始
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
取

り
組
み
は
、
現
地
材
料
と
人
力
で
荷
揚

げ
で
き
る
資
材
を
使
っ
て
行
う
の
が
基

本
で
あ
り
、
高
度
な
技
術
を
要
し
な
い

川

端

郁

子

修
復
方
法
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
磐
梯
朝
日
国
立
公
園
内

の
飯
豊
連
峰
や
朝
日
連
峰
に
お
い
て
、

一

O
年
程
前
か
ら
始
ま
っ
た
登
山
道
修
復

の
取
り
組
み
で
あ
る

「合
同
保
全
作
業
」

で
行
わ
れ
て
い
る

「
ヤ
シ
繊
維
」
を
使

用
し
た
修
復
技
術
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

「
ヤ
シ
繊
維
」
を
使
っ
た

登
山
道
修
復
技
術
と
は

登
山
道
修
復
の
基
本
的
方
策
は
、
①

流
水
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と

（登

山
道
外
に
表
流
水
を
排
水
す
る
こ
と
、

登
山
道
内
の
表
流
水
を
安
定
し
て
流
す

こ
と
）
、
②
人
が
歩
く
場
所
を
確
保
す

る
こ
と
、
③
土
砂
を
安
定
さ
せ
植
生
回

復
を
図
る
こ
と
で
あ
る
。
従
来
工
法
で

は
、
横
断
排
水
溝
・
木
柵
工
・
木
製
階

段
等
の
設
置
、
近
年
は
石
組
に
よ
る
修

復
工
法
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、
い
ず
れ

も
大
量
の
資
材
が
必
要
で
あ
り
、
石
組

で
は
高
度
な
技
術
も
求
め
ら
れ
る
。

合
同
保
全
作
業
で
は
、
石
材
や
木
材

に
替
わ
る
材
料
と
し
て
、
軽
量
で
運
搬

し
や
す
く
、
現
地
で
簡
単
に
加
工
で
き

る
ヤ
シ
繊
維
に
着
目
し
た
。
ヤ
シ
繊
維

は
、
ヤ
シ
製
品
を
つ
く
る
素
材
で
あ
る
。

石
組
を
修
復
す
る
際
に
、
ヤ
シ
繊
維
を

問
詰
め
に
使
っ
て
み
た
と
こ
ろ
、
ヤ
シ

繊
維
に
土
砂
が
詰
ま
り
強
固
な
土
塊
と

な
る
こ
と
を
発
見
し
た
。
こ
の
土
塊
は
、

洗
掘
に
強
い
う
え
、
植
生
が
侵
入
し
や

す
い
こ
と
が
、

モ
ニ

タ
リ
ン
グ
を
通
し

て
分
か
っ
て
き
た
。

ヤ
シ
繊
維
を
使
っ
た
修
復
技
術
は
、

こ
の
現
象
を
応
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
①

ヤ
シ
繊
維
を
石
組
等
の
問
詰
め
材
と
す

る
、
②
ヤ
シ
製
土
嚢
袋
に
土
砂
と
と
も

に
ヤ
シ
繊
維
を
入
れ
中
詰
材
と
す
る

（以

下
、
ヤ
シ
土
嚢
と
い
う
）
、
③
ヤ
シ
製
植

生
ネ
ッ
ト
で
ヤ
シ
繊
維
と
土
砂
を
巻
い
て

丸
太
状
に
す
る

（以
下
、
ヤ
シ
ロ
l
ル
と

い
う
）
こ
と
で
、
石
材
や
木
材
と
同
様
の

利
用
が
可
能
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
大
き

き
ゃ
形
状
を
自
由
に
変
え
ら
れ
る
た
め
、

石
材
や
木
材
で
の
施
工
が
難
し
か
っ
た
、

複
雑
な
侵
食
部
や
樹
根
が
多
い
場
所
、

露
岩
部
等
で
も
簡
単
に
修
復
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。

ヤ
シ
繊
維
を
使
っ
た
作
業
は
、
特
別

な
技
術
を
有
し
な
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
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も
す
ぐ
に
参
加
で
き
、
合
同
保
全
作
業

に
お
け
る
有
効
な
修
復
手
法
と
な
っ
て

い
る
。

「
ヤ
シ
繊
維
」
に
よ
る
修
復
事
例

ヤ
シ
繊
維
を
使
っ
た
修
復
技
術
は
、

高
山
帯
、
樹
林
帯
の
い
ず
れ
で
も
有
効

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
現
地
材
料
が
ほ
と

ん
ど
得
ら
れ
な
い
高
山
帯
で
行
っ
た
施
工

事
例
を
紹
介
す
る
。

①
植
生
損
失
箇
所
の
修
復
（
ヤ
シ
ロ

I

ル
に
よ
る
植
生
基
盤
工
）

広
範
に

裸
地
化
し

た
斜
面
の

幅
に
合
わ

せ
て
長
い

ヤ
シ

ロ
l

ル
を
製
作

す
る
。
ヤ

シ
ロ
l
ル

は
段
状
に
設
置
し
て
周
囲
に
ヤ
シ
繊
維

を
詰
め
る
。
ヤ
シ
ロ

l
ル
は
斜
面
の
勾

配
に
応
じ
て

一
1
三
段
程
度
積
み
上
げ

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
最
後
に
植
生

ネ
ッ
ト
を
敷
設
し
て
完
成
で
あ
る
。
長

い
ヤ
シ
ロ

l
ル
を
使
っ
た
作
業
は
効
率

が
良
く
、
大
規
模
な
裸
地
を
短
時
間
で

修
復
で
き
る
。

②
損
傷
し
た
石
組
等
の
補
修
（
ヤ
シ
繊

維
・
ヤ
シ
土
嚢
に
よ
る
補
修
）

石
組
に

や川泌
総
繍
翻
J
剖
総
点
枇

彦

よ
る
修
復

惑

で

3
i：
都
議

相

｛
f

R
LV引

f・一一
誌
肱
JubY
4
ド
弾
頭

で

箇
所
で
は
、

よ

議

恥
議

勝

隣

鱗

関

鰐

水
叩叩
き
部

閉廷一京戸一一一」

γ
闘
惑
問
問
長

；

｜

；

ppr寸J
～

TIB－
－
圃
認
齢
晶

、ン

や
石
組
の

限
V
・
7
1
F掴
聾

J
T一
ヤ

直戸
7
11v当
1
M
J
Y1
1同
士
乞

脇
に
洗
掘

Q
Uぺ
諒
盤
調
除
摂
ぽ
型

組

が
生
じ
ゃ

鴨川、
〆
制
限

ML
紙
苫

よ
一
ア
ザ
二
駒
瀬
約
繍
秘
酬
明
激
務
部
札
ム

し

す
い
。
洗

で
お
鴇
対
船
内
山
被
続
犠
毅

傷

掘
部
に
ヤ

ナ
ト
州
協
繍
除
機
織
綴
畿

損

シ
繊
維
を
詰
め
て
補
修
す
る
と
、
土
砂

が
安
定
し
石
組
が
強
固
な
も
の
と
な
る
。

洗
掘
が
ひ
ど
い
場
合
は
、
ヤ
シ
土
嚢
で

補
修
す
る
。
石
組
を
設
置
し
た
際
に
パ

イ
ピ
ン
グ
が
生
じ
や
す
い
、
高
山
帯
の

花
山
岡
岩
地
帯
や
火
砕
堆
積
物
が
分
布
す

る
エ
リ
ア
で
も
ヤ
シ
繊
維
の
問
詰
め
は

有
効
で
あ
る
。

③
水
路
化
し
た
登
山
道
の
修
復
（
ヤ
シ

土
嚢
に
よ
る
流
路
の
安
定
）

侵
食
部
に
ヤ
シ
土
嚢
を
連
続
し
て
設

置
し
、
ヤ
シ

土
嚢
の
周
囲

に
ヤ
シ
繊
維

を
問
詰
め
す

る
。
中
央
を

低
く
通
水
部

を
確
保
し
、

流
水
を
安
定

植生基盤として設置したヤシロール

侵食部にフィッ卜するヤシ土嚢

さ
せ
る
。
ヤ

シ
土
嚢
は
、

ど
の
よ
、
つ
な

地
形
・
土
質

に
も
フ
ィ
ッ

ト
し
、
土
砂

を
安
定
さ
せ

る
効
果
が
高

い
。
歩
行
部
に
設
置
す
る
場
合
は
、
踏

圧
対
策
と
し
て
、
機
を
混
入
し
な
い
、

土
嚢
袋
を
二
重
に
す
る
、
ヤ
シ
土
嚢
を

土
砂
で
覆
う
等
の
工
夫
を
行
う
。

長
区
間
に
亘
っ
て
水
路
化
し
排
水
で

き
な
い
場
合
は
、
ヤ
シ
土
嚢
や
ヤ
シ
ロ

ー
ル
を
設
置
し
て
土
砂
を
溜
め
、
地
盤

を
上
げ
て
か
ら
排
水
工
を
設
置
す
る
な

ど
、
段
階
的
な
施
工
も
有
効
で
あ
る
。

④
風
食
対
策
（
ヤ
シ
土
嚢
に
よ
る
防
風
）

風
食
部

到
制
凶
姻
哩
酒
船
照
悶
剥
制

－J
s’
闘
植
法，
M
B
E＼
匙
煙
翁

S
1KM

に
間
隔
を

頭
職
繍
滋
綿
織
蹴
盤
底

晦

あ
け
て
ヤ

貯
臨
蟻
納
町
一
松
磁
器
態
斡
磁

珂

『缶
、－E
圃
原
，
パ
M
q
p
E
r
F
N
由
同
一
日
必
岨
司
～
，
F
M
浬
d
J
圃

・
J
Jr

シ
土
嚢
を

競
幽
明

M
場
繍
忠
勝
志

設
置
す
る

髭

刊

一二
機
関
）
十
一一
蹴

と
、
土
嚢

控
臨
鵬
味
料

Aω
隣
齢
三
－

の

語
調
賠
評
議
額
損
z一
嚢

聞
こ
直
主

開
祖
舗
翠
説
河
川
配
被
勝
明
一
也

土

f
i－－
F
ar
－
拘
担
割

2
2設
問
明
暗
刷

、ン

が
侵
入
す

偶

紬

（

屯

繍

織

獄

盤

ャ

る。写真

崎
二
体
協
臨
機

は
、
昔
（
麻
製
土
嚢
袋
に
ヤ
シ
繊
維
を
詰

め
た
た
め
土
嚢
袋
は
消
滅
し
た
が
、
ヤ

シ
繊
維
は
六
年
後
も
残
存
し
機
能
し
て

土砂で覆うヤシ土嚢の踏圧対策

い
る
。

お
わ
り
に

ヤ
シ
繊
維
を
使
っ
た
修
復
技
術
は
、

六
年
程
度
の
実
績
し
か
な
く
耐
久
性
は

未
知
数
で
あ
る
。
踏
圧
対
策
、
よ
り
効

果
的
な
手
法
に
改
善
し
て
い
く
等
の
課

題
は
あ
る
が
、
高
山
帯
に
お
け
る
有
効

な
登
山
道
修
復
技
術
と
し
て
期
待
で
き

る
も
の
で
あ
る
。
協
働
に
よ
る
登
山
道

修
復
の
取
り
組
み
の

一
助
と
な
れ
ば
幸

い
で
あ
る
。

弊
社
は
、
飯
豊
地
域
お
よ
び
朝
日
地

域
の
保
全
計
画
策
定
業
務
か
ら
関
与
し
、

現
在
も
同
地
域
の
技
術
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
し
て
参
画
し
て
い
る
。
今
後
も
経
過

を
観
察
し
改
善
策
を
考
案
し
な
が
ら
、

高
山
帯
に
お
け
る
有
効
な
登
山
道
修
復

技
術
の
確
立
に
寄
与
し
て
い
き
た
い
。
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川
端
部
子
．
か
わ
ば
た
い
く
こ

株
式
会
社
ニ
ュ

l
ジ
エ
ツ
ク
地
球
環
境
グ

ル
ー
プ
環
境
チ
l
ム
マ
ネ
ジ
ャ
ー

富
山
県
生
ま
れ
。
北
海
道
大
学
農
学
部
農
業

工
学
科
卒
業
。

〈
会
社
概
要
〉
昭
和
三
八
年
、
黒
部
川
第
四

発
電
所
完
成
を
機
と
し
、
優
れ
た
技
術
で
社

会
に
貢
献
す
る
た
め
、
そ
の
技
術
者
を
中
心

に
設
立
さ
れ
た
総
合
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

会
社
。

「
人
と
自
然
を
技
術
で
結
ぶ
」
を
キ

ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
い
る
。
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